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１．はじめに 

 近年，地上波デジタル放送や BSデジタル放送

の開始に伴い，テレビ放送の多チャンネル化が

進んでいる．デジタル放送では，従来のアナロ

グ放送と異なり，データ交換が可能になる．そ

のため，電子番組表がテレビやコンピュータな

どで受信可能[1]となった．従来の電子番組表で

は，番組に関する情報量が少ないため，利用者

が電子番組表から詳細な情報を得ることが困難

である．既研究として，番組の録画予約履歴や

登録したキーワードから個人の趣味嗜好を分析

し，個人に適した番組を推薦する研究[2]がある．

この研究では，趣味嗜好を分析し番組を推薦す

るが，番組の情報は提供しない．そのため，利

用者は，番組を一度視聴し，趣味嗜好に適して

いるか確認する必要がある．そこで，本研究で

は，WWW上に存在する膨大な情報に着目し，電子

番組表の情報に関連のある Webページを関連付

け，番組の情報を閲覧できるシステムの開発を

目指す． 

２．システムの概要 

 本システム（図１）では，テレビ番組に関連

する Webページを自動的に収集し，電子番組表

とWebページを関連付けることを目的とする． 

 

 

 

図２に示すように，１）電子番組表取得機能，

２）キーワード抽出機能，３）Webページ収集機

能，４）Webページ分析機能，５）電子番組表生

成機能の５つの機能によって構成される． 

 

 
 

２．１ 電子番組表取得機能 

 電子番組表取得機能では，WWW上で配信されて

いる電子番組表を取得する．電子番組表の取得

には，WWW上から番組名や出演者などの情報を特

定の形式で取得できるiEPGを利用する． 

２．２ キーワード抽出機能 

 キーワード抽出機能では，電子番組表から各

番組の重要なキーワードを抽出する．抽出した

番組名や出演者などのキーワードは，Webページ

の収集に用いる． 

２．３ Webページ収集機能 

 Webページ収集機能では，GoogleAPIを利用し，

番組に関連する Webページを収集する．

GoogleAPIを利用する理由は，Webページのリン

ク情報から重要度を計算する PageRank[3][4]と

いうアルゴリズムからキーワードに関連の高い

Webページを容易に取得できるためである． 

２．４ Webページ分析機能 

 Webページ分析機能では，収集したWebページ

から重要語句を抽出する．重要語句の抽出には，

CF法[5]を利用する．CF法は，文章中の語句か

ら頻出語の共起頻度と共起する語句の偏りに着

目し，重要語句を抽出する手法である．抽出し

た重要語句と電子番組表の情報を比較し，共通

点が存在すれば関連が高いとし，共通点がなけ

れば関連が低いと設定する． 
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図１ システムの構想 
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２．５ 電子番組表生成機能 

 電子番組表生成機能では，番組に関連のある

Webページを関連付けした電子番組表を出力する．

番組と関連するWebページは，Webページ分析機

能で評価した関連の高い順に出力する． 

３．システムの実験結果と考察 

 本システムを用いて，番組と関連する Webペ

ージの収集を行った．電子番組表の取得は，地

上波放送に限定し，2004年 11月 29日の番組表

を対象とした．そして，本システムで収集した

番組と番組に関連する Webページの数を計測し

た．検証として，出力した電子番組表の中から，

実際に番組の情報が存在する Webページの数を

計測した．本システムで生成した電子番組表か

ら「SMAP×SMAP」と関連する Webページの一覧

を表示したときのシステムの実行結果を図３に

示す． 

 

 
図３ システムの実行結果 

 

３．１ 実験結果 

 検証結果として，本システムで取得した 1日

分の番組数とWebページ収集機能で収集したWeb

ページと番組と関連する Webページの数を計測

した．番組と関連する Webページは，収集した

Webページの中から手作業で確認した．また，本

システムの実験結果を表１に示す． 

 

表１ 実験結果 
収集したWebページ 番組と関連するWebページ 精度 

8,250ページ 6,554ページ 79.4% 

 

 システムの有用性を検証するために被験者 10

人に対して，本システムを利用しテレビ番組の

選択に本システムで生成した番組表が，(i)参考

になったか(ii)参考にならなかったかを調査し

た．被験者は，本システムで関連付けした Web

ページの内容を参考にして回答する．被験者が

選択するテレビ番組としては，A：SMAP×SMAP，

B：ラストクリスマス，C：今日の天気を対象と

した．また，調査したアンケート結果を表２に

示す． 

 

表２ アンケート結果 
 (i) (ii) 参考にしたWebページ数 

A 10 0 29ページ 

B 8 2 30ページ 

C 5 5 4ページ 

 

３．２ 考察 

 実験結果が示すように，本システムで抽出し

た 8,250ページの内，番組情報と関連する Web

ページは，6,554ページで，79.4%の精度で WWW

上からテレビ番組と関連する Webページを取得

することができた．実験結果により，本システ

ムでは，番組の情報とその番組に関連する情報

を高い精度で取得できることが実証された．ま

た，アンケート結果からAとBは，Webページが

約 30ページ収集できており，多くの利用者が参

考になると回答している．Cの評価が低かった要

因として，番組名が「今日の天気」という一般

的に利用される言葉のため，収集できた Webペ

ージが 4ページのみであったことが考えられる． 

４．おわりに 

 本システムは，WWW上から電子番組表に関連す

る Webページを取得することにより，テレビ番

組と Webページの関連付けを可能にした．また，

CF法により関連する Webページの評価を行うこ

とで，番組に関連する Webページを高い精度で

取得できた．今後は，番組に関連する Webペー

ジを提供するだけでなく，出演者や番組の内容

により番組をカテゴリに分ける機能や個人の登

録情報や番組閲覧履歴から趣味嗜好を分析し，

個人に適した番組を推薦する機能を考える． 
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